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地
震
、
台
風
、
豪
雨
に
よ
る
災
害
。
子
ど

も
を
狙
っ
た
凶
悪
犯
罪
。
私
た
ち
の
安
心
・

安
全
を
脅
か
す
災
害
や
事
件
が
全
国
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
起
き
て
お
り
、
可
児
市
で
も
い

つ
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

 
し
か
し
、
災
害
か
ら
身
を
守
り
、
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
た
り
、
事
件
を
未
然
に
防

い
だ
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る
の
が
情
報
で
す
。
大
切
な
情

報
を
多
く
の
人
が
知
り
、
そ
れ
を
活
用
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

 
　

  
現
在
、
災
害
時
の
緊
急
情
報
を
防
災
行
政

無
線
や
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
提
供
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
伝
達
手
段
を
増
や
し
、

情
報
を
確
実
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内

で
起
き
て
い
る
不
審
者
発
生
に
関
す
る
情
報

を
、
保
護
者
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
知
ら
せ
、
注
意
を
呼
び
掛
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

 
そ
こ
で
市
で
は
、
そ
れ
ら
の
課
題
に
対
処

す
る
た
め
に
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能
を

利
用
し
た
、
防
災
や
不
審
者
情
報
の
一
斉
発

信
シ
ス
テ
ム
を
、
７
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま

す
。

 
　

  
携
帯
電
話
の
普
及
率
は
非
常
に
高
く
、
特

に
そ
の
メ
ー
ル
機
能
に
つ
い
て
は
、
災
害
時

の
電
話
が
通
じ
に
く
い
場
合
で
も
、
送
受
信

が
で
き
る
た
め
、
知
り
た
い
人
に
確
実
に
届

き
、
連
絡
手
段
と
し
て
非
常
に
有
効
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
情
報
が
文

字
で
あ
る
た
め
、
聞
き
間
違
い
が
な
く
、
記

録
と
し
て
残
る
た
め
、
再
確
認
が
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

 
特
に
災
害
時
に
は
、
情
報
が
確
実
に
大
勢

の
人
に
瞬
時
に
届
く
こ
と
が
必
要
で
、
避
難

行
動
な
ど
一
刻
を
争
う
よ
う
な
場
合
に
威
力

を
発
揮
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
　

  
配
信
す
る
メ
ー
ル
で
は
、
災
害
の
発
生
情

報
や
緊
急
防
災
情
報
を
流
す
「
災
害
時
緊
急

メ
ー
ル
」、
不
審
者
情
報
を
中
心
と
し
た
緊

急
防
犯
情
報
を
流
す
「
不
審
者
（
防
犯
）
情

報
メ
ー
ル
」
を
希
望
者
に
発
信
し
ま
す
。

 
メ
ー
ル
の
配
信
を
希
望
す
る
人
は
、
自
分

の
携
帯
電
話
か
ら
指
定
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク

セ
ス
し
、
手
続
き
を
す
る
だ
け
で
簡
単
に
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
機
能
と
し
て

○
安
否
情
報
＝
災
害
時
お
よ
び
緊
急
時
の
「
自

　
分
の
状
況
」
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
そ
の

　
人
の
安
否
を
気
づ
か
う
人
に
「
自
分
の
状

　
況
」
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
災
害
時
緊
急
情
報
＝
市
の
防
災
情
報
の
掲

　
示
板
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
避
難
所
検
索
＝
開
設
し
て
い
る
避
難
所
を
、

　
略
地
図
で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
情
報
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

７
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

災
害
時
に
強
い
メ
ー
ル

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供

災害時緊急情報
不審者情報

メールで

市は、7月1日から災害時緊急メール
と不審者情報メールを市民の皆さんの
携帯電話へ発信します。
登録手続きは簡単です。あなたもいざ
というときに備え登録しましょう。
役立つときが必ずやってきます。

登録方法はいたって簡単
登録は、ホームページアドレスｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ａｎｓｈｉｎ-ｂｏｕｓａｉ.ｎｅｔ/ｋａｎｉ/
にアクセスして、自分の携帯電話のメールアドレスを送信するだけです。
右のＱＲコードからもアクセスできます

［１］、［２］いずれかを選択（災
害時緊急メールと不審者
（防犯）情報メールへの
登録は、別々になります）

アドレス登録を選択 空メールを送信するとお
知らせメールが届きます

そのままメールを返信し
て登録完了

※メールアドレスの登録は無料ですが、メール送受信など各携帯電話会社の通常のパケット通信料がかかる場合が
　あります（１メールあたり０～２円程度）。
※携帯電話以外のメールアドレスは登録できません。
※迷惑メール対策をしている人は、ドメインanshin-bousai.netを許可してください。
●問合先　防災安全課

トップページ 災害時緊急メール登録の場合 仮登録ページ 本登録方法お知らせメール

なたのなたのああななななああななああ たのたのななななああ ののああなななたのなたのああなたのなたのあああなたの
帯電話に帯電話に携携携帯携帯携携帯帯帯電話帯電話携携 電話に電話に携携 電話電話帯帯帯帯帯帯帯電話に帯電話に携携 話に話に携携携帯電話に
けますけますけけけけ届届けますけますけけけまけま届届 すすけますけます届けます

災害時緊急メール不審者（防犯）情報メール

サブメニュー 決定 戻る

　　　  可　児　市
防災・不審者（防犯）メール

可児市内で発生した災害または不
審者情報を発信します。
　希望する情報(下記の[１][２])ご
とに別々に登録をしてください。

◇ [１]災害時緊急メール
◇ [２]不審者（防犯）情報メール

◇ 安否情報
　 検索
　 登録
◇ 災害時緊急情報
◇ 避難所検索

サブメニュー 決定 戻るサブメニュー 決定 戻る サブメニュー 決定 戻る

 アドレス仮登録
仮登録は「空メール」にておこな
います。
下の「仮登録」を押すと、メール
送信画面になります。
メールの題名や本文は未記入のま
ま送信してください。
後ほど、本登録方法を記述したメ
ールを返信しますので、その内容
にしたがって本登録してください。
　　　　　　　　　　　　　　
　仮登録

　　　  
災害時緊急メール

災害時及び緊急時に可児市から
メールで情報をお知らせします。
ご自分のメールアドレスを登録
してください。
　　　　　　　　　　　　　　
　アドレス登録
　アドレス解除
　過去送信メール閲覧

題名：本登録方法のお知らせ
災害時緊急メールの受取希望の
方は、１日以内にこのメールア
ドレスに空メールを返信してく
ださい。
本登録作業完了後、メールにて
お知らせいたします。なお、希
望されない方は、返信しないで
ください。

メールを
配信

メールを
配信

（例） （例）



貴
重
な
意
見
や
要
望
に

お
答
え
し
ま
す

　
国
民
年
金
は
２０
歳
か
ら
加
入
し
、

６０
歳
ま
で
の
４０
年
間
、
保
険
料
の
納

付
が
必
要
で
す
が
、
所
得
の
減
少
や

失
業
な
ど
で
経
済
的
に
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
本
人
の
申

請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

 
平
成
１８
年
７
月
か
ら
は
、
所
得
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
全
額
免
除
、

半
額
納
付
に
加
え
、
４
分
の
１
納
付

お
よ
び
４
分
の
３
納
付
が
新
設
さ
れ
、

４
段
階
の
多
段
階
免
除
制
度
と
な
り

ま
し
た
。

 
た
だ
し
、
４
分
の
１
納
付
、
半
額

納
付
、
４
分
の
３
納
付
の
い
ず
れ
も
、

承
認
さ
れ
て
か
ら
２
年
以
内
に
保
険

料
を
納
め
な
い
場
合
は
、
未
納
期
間

と
な
り
ま
す
。

 
免
除
お
よ
び
猶
予
の
申
請
は
、
市

国
保
年
金
課
へ
「
国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
　
○
年
金
手

帳
　
○
印
鑑
（
認
印
）
　
○
失
業
な

ど
の
場
合
は
、
雇
用
保
険
の
「
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
」
ま
た
は
「
離

職
票
」
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 
免
除
の
承
認
期
間
は
７
月
か
ら
翌

年
６
月
ま
で
で
す
。
７
月
か
ら
免
除

を
希
望
す
る
場
合
は
、
８
月
３１
日

（
木
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 
平
成
１９
年
度
以
降
も
引
き
続
き
全

額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を
希
望
す

る
場
合
は
、
申
請
の
際
に
窓
口
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

 
ま
た
、
１７
年
度
の
申
請
の
際
、
全

額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
継
続
申

請
を
希
望
し
、
８
月
下
旬
以
降
に
「
期

間
延
長
承
認
通
知
」
が
届
い
た
人
は
、

１８
年
度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

 
し
か
し
、
所
得
額
が
基
準
を
超
え

た
人
は
免
除
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
全
額
免
除
や
一
部
納
付
を
利
用
し

た
場
合
、
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

を
受
け
た
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
の
受
取
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
承
認
後
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

（
追
納
）
が
で
き
、
そ
の
場
合
は
年

金
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
目
以
降
に
追
納
す

る
と
、
当
時
の
保
険
料
に
経
過
期
間

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
先
　
美
濃
加
茂
社
会
保
険
事

　
務
所
蕁
澪
８
１
８
１
ま
た
は
市
国

　
保
年
金
課

免除・猶予の種類

細
分
化
さ
れ
た
免
除
制
度

申
請
の
手
続
き
は

継
続
し
て
希
望
す
る
人
は

追
納
に
つ
い
て

国民年金保険料

免除制度が変わりました免除制度が変わりました
国民年金は世代と世代が助け合う制度です。事情により保険国民年金は世代と世代が助け合う制度です。事情により保険
料の支払いが困難な場合は、免除や猶予することができる免料の支払いが困難な場合は、免除や猶予することができる免
除制度があります。除制度があります。 

免除制度の種類 免除額
（月額）

全額
（１万３,８６０円）

４分の３
（１万３９０円）

半額
（６,９３０円）

４分の１
（３,４６０円）

保険料
（月額）

受給資格期間
への算入

老齢基礎年金
への影響

全額免除

４分の１納付 ３,４７０円

－

６,９３０円

１万４００円

半額納付

４分の３納付

若年者納付猶予

失業したことに
よる免除または
納付猶予

全額免除や納付猶予を受ける場合、失業のときは「雇用保険
受給資格者証」や「雇用保険被保険者離職票」などの公的機
関の証明書の写しを添付してください。

２０歳台の若者本人と配偶
者の所得が一定以下の場
合、保険料の納付を猶予

年金を受給する
ための受給資格
期間に算入

年金を受給する
ための受給資格
期間に算入

年金を受給する
ための受給資格
期間に算入

年金を受給する
ための受給資格
期間に算入

年金を受給する
ための受給資格
期間に算入

受取額が３分の
１に減額

受取額が2分の
１に減額

受取額が３分の
2に減額

受取額が6分の
5に減額

年金の算定に反
映されません

国民年金は世代と世代が助け合う制度です。事情により保険
料の支払いが困難な場合は、免除や猶予することができる免
除制度があります。 
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自
動
車
免
許
の
更
新
手
続
き
を
可
児
市

で
行
え
る
よ
う
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
運
転
免
許
に
つ
い
て
は
、
公
安
委
員
会
の

管
轄
事
項
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
の
運
転
免

許
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
６
つ
の
運

転
者
講
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
即
日
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
可
児
市
在
住
者
の
更
新
手

続
き
は
、
多
治
見
運
転
者
講
習
セ
ン
タ
ー
に

て
、
毎
週
月
・
木
・
金
曜
日
に
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
セ
ン
タ
ー

で
も
更
新
手
続
き
は
可
能
で
す
。
ま
た
、
日

曜
日
の
更
新
手
続
き
は
、
岐
阜
運
転
者
講
習

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
お
り
、
免
許
証
住
所

が
県
内
に
あ
る
人
に
限
り
予
約
制
で
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
可
児
警

察
署
に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。
ご
提
案
の

件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
広
域
行
政
上
で

配
置
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
不
都
合

と
は
思
い
ま
す
が
、
現
状
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
３
時
に
い
つ
も
防
災
無
線
が
放
送

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
再
考
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
放
送
は
、
全
国
的
に
子
ど
も
に
対
す

る
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
な
か
、
地
域
で
子

ど
も
を
守
る
活
動
に
取
り
組
む
諸
団
体
等
か

ら
の
要
請
に
応
え
て
、
地
域
の
方
に
子
ど
も

た
ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て

放
送
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
二
月
か
ら
始
め

て
い
ま
す
が
、
先
月
か
ら
は
、
放
送
文
を
再

検
討
し
、
今
後
も
随
時
見
直
し
て
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。
実
際
に
市
内
の
不
審
者
出

現
回
数
も
減
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

方
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

他
市
（
大
府
市
）
に
あ
る
よ
う
な
健

康
施
設
を
造
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
お
手
紙
に
あ
り
ま
し
た
施
設
は
、「
愛
知

健
康
の
森
」
と
い
い
、
愛
知
県
が
大
府
市
と

東
浦
町
に
ま
た
が
る
全
体
面
積
一
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
広
大
な
土
地
に
造
っ
た
施
設
の
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。
可
児
市
に
お
い
て
も
同

様
の
施
設
が
で
き
な
い
か
と
の
ご
意
見
で
す

が
、
と
て
も
可
児
市
だ
け
で
は
出
来
そ
う
に

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
岐
阜
県
に
働
き
掛
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
健
康
増
進
の
た
め
の
施
策
に
つ
き
ま

し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
市
で
は
今
年
秋
に
市
民
の
意
識
調
査

を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
こ
う
し
た
調

査
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
ど
ん
な
ニ
ー
ズ
が
あ

る
の
か
把
握
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
緑
の
丘
に
桜
を
植

樹
し
て
、
可
児
市
の
桜
の
公
園
を
造
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
羽
崎
の
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
緑
の

丘
に
は
、
駐
車
場
周
辺
に
一
五
〇
本
ほ
ど
の

桜
が
植
樹
し
て
あ
り
、
も
う
数
年
経
つ
と
花

が
見
ご
ろ
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
他

の
ス
ペ
ー
ス
は
、
公
園
全
体
を
芝
生
広
場
と

い
う
考
え
方
で
整
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
内
の
桜
の
名
所
と
し
ま
し
て
は
、
花
フ

ェ
ス
タ
記
念
公
園
西
入
口
の
南
側
に
、
市
民

の
森
と
し
て
数
百
本
の
桜
が
植
樹
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
兼
山
の
蘭
丸
ふ
る
さ
と
の
森
に
は

約
千
本
の
桜
が
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
先
　
市
政
情
報
課

春に桜まつりでにぎわう蘭丸ふるさとの森

貴
重
な
意
見
や
要
望
に

貴
重
な
意
見
や
要
望
に

お
答
え
し
ま
す

お
答
え
し
ま
す

市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
皆
さ
ん

の
貴
重
な
声
を
聞
く
軈
市
長
へ
の
手
紙
軋
。

こ
こ
で
は
、
今
年
い
た
だ
い
た
手
紙
の
中
か
ら
、

主
な
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

市長への手紙より

貴
重
な
意
見
や
要
望
に

お
答
え
し
ま
す

講習センター

漓岐阜運転者講習センター

滷西濃運転者講習センター

澆多治見運転者講習センター

潺中濃運転者講習センター

潸東濃運転者講習センター

澁飛騨運転者講習センター

所在地

岐阜市

大垣市

多治見市

関市

中津川市

高山市

警察署管内

岐阜中・北・南・各務原・山県・岐阜
羽島・北方の各警察署管内居住者

大垣・養老・垂井・揖斐・海津の各警察署管内居住者

多治見・可児の各警察署管内居住者

関・加茂・八幡・下呂（金山地区）の
各警察署管内居住者

中津川・恵那・岩村の各警察署管内居住者

高山・下呂（金山地区を除く）・飛騨
の各警察署管内居住者

国民年金は世代と世代が助け合う制度です。事情により保険
料の支払いが困難な場合は、免除や猶予することができる免
除制度があります。 
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【場　所】
中恵土
（長塚古墳から南へ徒歩2分）

御妃塚の大杉

Lady Hillingdon  （レディ・ヒリンドン）
作出者　　Lowe & Showyer
作出国　　イギリス
作出年　　1910年

　黄色みがかったアプリコット色の花と赤みを帯
びた細い枝が特徴で、花首が弱くうつむくように
咲く姿がとても可憐な花です。日本に入ってきた
当時は「金華山」の名前で親しまれていました。
紅茶の香りをもつことで有名なオールド・ローズで、
その香り成分には鎮静効果があることが確認され
ています。
 花フェスタ記念公園では「世界のバラ園」でご
覧いただけます。

黄金色の花

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

8

紅茶の香りのオールドローズ

（文・写真　花フェスタ記念公園）

　
「
こ
こ
に
屹
立
せ
る
大
杉
は
樹
幹
の
周

囲
一
丈
九
尺
余
、
高
サ
十
八
間
樹
齢
実
に

一
千
有
餘
年
に
及
び
、
霊
験
あ
り
。
岐
阜

県
の
名
木
の
一
に
数
へ
ら
れ
し
を
、
昭
和

九
年
九
月
二
十
一
日
朝
の
大
暴
風
の
た
め

倒
れ
、
区
民
斉
し
く
こ
れ
を
惜
し
み
こ
の

碑
を
建
て
後
世
に
止
む
。

 

道
路
の
脇
に
ひ
っ
そ
り
と
建
つ
石
碑
の

裏
面
に
は
そ
う
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

 

昔
、
中
恵
土
の
前
波
に
御
妃
塚
の
大
杉

と
い
わ
れ
る
巨
木
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど

も
10
人
が
手
を
つ
な
い
だ
ほ
ど
の
太
い
幹

で
、
土
の
上
に
ま
で
張
り
出
し
た
根
は
力

強
く
、
御
神
木
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

 

安
藤
広
重
の
「
木
曽
海
道
六
拾
九
次
之

内
伏
見
宿
」
に
描
か
れ
て
い
る
巨
木
は
、

こ
の
御
妃
塚
の
大
杉
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

 

し
か
し
、
岐
阜
県
の
名
木
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
た
大
杉
は
、
昭
和
９
年
の
室
戸
台

風
で
倒
れ
、
翌
年
地
元
の
人
た
ち
の
手
で

石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

 

木
と
人
々
と
の
関
わ
り
や
石
碑
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
、
今
も
お
年
寄
り
か
ら
若
い

世
代
に
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

 

参
考
文
献
　
可
児
町
郷
土
史
（
昭
和
35

年
発
行
）

澁

道路の脇にひっそりと建つ
大杉跡の石碑

安藤広重作
「木曽海道六拾九次之内
伏見宿」
中山道みたけ舘所蔵
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５
月
２８
日
、
市
役
所
駐
車
場
で
可
児
市
消

防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

消
火
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、
想
定
し
た
火

点
に
向
け
て
放
水
し
、
的
に
当
て
る
ま
で
の

所
要
タ
イ
ム
を
は
じ
め
、
規
律
や
節
度
、
安

全
性
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
を
採
点
で
競
う

も
の
で
す
。

 
長
期
間
に
わ
た
り
夜
遅
く
ま
で
厳
し
い
訓

練
を
重
ね
て
き
た
団
員
た
ち
は
、
声
を
掛
け

　

合
い
な
が
ら
、
機
敏
な
動
き
で
見
事
な
操
法

を
披
露
し
ま
し
た
。

 
会
場
に
は
、
自
治
会
や
元
団
員
、
団
員
の

家
族
な
ど
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
盛
ん
な
声

援
と
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　
平
成
１８
年
度
の
子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

の
結
団
式
が
５
月
２７
日
、
総
合
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

 
今
年
度
は
小
学
一
年
生
か
ら
中
学
二
年
生

の
子
ど
も
た
ち
２０
人
を
団
員
に
任
命
。
団
員

た
ち
は
市
内
の
行
事
や
出
来
事
を
体
験
、
取

材
し
、
探
偵
団
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。
初
め
て
参

加
す
る
子
や
昨
年
に
引
き
続
き
参
加
し
て
い

る
子
も
い
て
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
「
可
児
市
の

歴
史
を
取
材
し
た
い
」
「
植
物
や
虫
に
つ
い

て
調
べ
た
い
」
な
ど
、
早
く
も
活
動
に
意
欲

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

 

第
２５
回
可
児
市
消
防
操
法
大
会

 
磨
け
！
魅
せ
よ
！
火
消
し
の
技
!!

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

可
児
市
の
こ
と
い
っ
ぱ
い
取
材
す
る
よ

無駄のない動きを見せる団員

結団式に出席した今年度の団員たち

5年連続優勝した第3分団第2部の皆さん

火点に目掛けて放水

 次の操作へ全力疾走

成　績

優　勝

第２位

第３位

第４位

第５位

第６位

分団・部名

第３分団第２部

第２分団第１部

第３分団第１部

第３分団第３部

第２分団第２部

第１分団第４部

地 　 区

春里東南部

今 　 渡

春里西北部

帷 子 西 部

下 恵 土

姫 　 治

指揮者

１番員

２番員

３番員

４番員

分団・部名

第３分団第２部

第３分団第１部

第３分団第２部

第３分団第２部

第３分団第２部

氏　　名

内海　洋一

吉田　裕一

土田　昌義

林　　数馬

大澤　伸光

（敬省略）団体の部 優秀賞

8
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６
月
３
日
に
、
戦
国
武
将
・
明
智
光
秀
の

法
要
が
、
４
日
に
は
、
森
蘭
丸
を
供
養
す
る

慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
３
日
は
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
地
と
い
わ
れ

る
瀬
田
の
天
龍
寺
で
法
要
が
あ
り
ま
し
た
。

出
席
者
は
天
龍
寺
に
納
め
ら
れ
て
い
る
高
さ

１
８
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
位
牌
の

前
で
焼
香
し
、
遺
徳
を
し
の
び
ま
し
た
。
法

要
後
は
、
「
歴
史
伝
承
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
代
表

の
田
中
豊
さ
ん
（
岐
阜
市
在
住
）
が
、
東
京

大
学
資
料
編
纂
所
が
所
属
す
る
「
明
智
氏
一

族
宮
城
家
相
伝
系
図
書
」
の
記
述
を
紹
介
し
、

明
智
氏
の
出
自
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

 
４
日
は
森
蘭
丸
出
身
地
で
あ
る
兼
山
の
可

成
寺
で
蘭
丸
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
可
成
寺
は

森
家
の
菩
提
寺
で
も
あ
り
、
蘭
丸
の
遺
徳
を

し
の
ん
で
筑
前
琵
琶
奏
者
の
田
中
旭
泉
さ
ん

に
よ
る
琵
琶
の
演
奏
や
、
烏
峰
太
鼓
の
演
奏
、

歴
史
の
講
話
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
本
能
寺
の
変
が
起
き
た
の
は
、
今
か
ら
４

２
４
年
前
の
西
暦
１
５
８
２
年
６
月
２
日
。

武
将
の
命
日
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
法
要
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
２１
日
、
羽
崎
に
あ
る
日
吉
神
社
で
半

世
紀
ぶ
り
と
な
る
地
歌
舞
伎
が
復
活
、
上
演

さ
れ
ま
し
た
。

 
地
歌
舞
伎
は
江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
か
ら
東

濃
地
方
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
日

吉
神
社
の
舞
台
も
地
歌
舞
伎
に
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
時
代
と
と
も
に
衰
退
。
平
成
１３

年
に
こ
の
舞
台
が
市
指
定
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

地
歌
舞
伎
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
市
文
化
芸
術

振
興
財
団
が
地
元
自
治
会
や
可
児
歌
舞
伎
同

好
会
な
ど
と
協
力
し
て
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

 
こ
の
日
、
舞
台
で
は
地
元
市
民
に
よ
る
「
白

浪
五
人
男
」
や
可
児
歌
舞
伎
同
好
会
に
よ
る

記
念
公
演
も
あ
り
、
詰
め
掛
け
た
約
６
０
０

人
の
観
客
か
ら
は
お
ひ
ね
り
や
声
援
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

明
智
光
秀
法
要
・
蘭
丸
祭

時
の
戦
国
武
将
、遺
徳
を
し
の
ぶ

日
吉
神
社
山
王
座
歌
舞
伎
ま
つ
り

復
活
！
地
歌
舞
伎
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

天龍寺で光秀の位牌に手を合わせる出席者

可成寺に響いた琵琶の音色

白浪五人男

子ども日舞「玉兎」

見事な演技におひねりが飛ぶ舞台

さ
ん

たまうさぎ

9 広報かに ２００６．７．１



【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

土曜窓口

　市は、毎月第１、３土曜日に、市民課と税務
課で証明書発行業務などを行っています。
●時間　午前９時～正午
●場所　市役所（入口は庁舎西口）
●業務内容　住民票・戸籍の証明書・印鑑
証明書・各種税務証明書の発行、戸籍の
届け出の受け付け、納税相談

※住所変更と印鑑登録はできません。
　（外国人についても同様です）

土曜窓口

7/1貍・7/15貍・8/5貍

　
岐
阜
県
Ｂ
＆
Ｇ
連
絡
協
議
会
は
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
１６
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
蘇
水
公
園
（
八
百
津
町
伊
岐
津
志
）

●
内
容
　
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
（
カ
ヌ
ー
、

　
ヨ
ッ
ト
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
な
ど
）

●
参
加
費
　
５
０
０
円

●
持
ち
物
　
水
筒
、
健
康
保
険
証
の
写
し
　

　
（
あ
る
と
良
い
物
＝
弁
当
、
ぬ
れ
て
よ
い

　
服
と
靴
）

※
天
候
（
水
温
・
水
量
・
雷
な
ど
）
に
よ
り

　
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

問
合
先
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
蕁
烝
８
６
０
３

  

　
　

 

●
期
日
　
７
月
１６
日
（
日
）
雨
天
中
止

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜

●
場
所
　
薬
王
寺
（
東
帷
子
）

●
内
容
　
大
賀
ハ
ス
と
ヒ
メ
コ
ウ
ホ
ネ
の
観

　
察
（
専
門
家
に
よ
る
説
明
あ
り
）

●
参
加
料
　
無
料

 

問
合
先
　
同
会
の
高
橋
さ
ん

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
２
６
３
８

  

●
期
日
　
７
月
１１
日
（
火
）
雨
天
決
行

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午
（
受
け
付
け
は

　
午
前
９
時
〜
９
時
２０
分
）

●
コ
ー
ス
　
帷
子
公
民
館
発
７
袰
の
コ
ー
ス

●
集
合
場
所
　
帷
子
公
民
館

●
対
象
者
　
健
康
で
完
歩
で
き
る
人

●
持
ち
物
　
水
筒
、
歩
け
る
服
装
と
靴
、
雨

　
具
、
タ
オ
ル
、
帽
子
な
ど

●
参
加
費
　
無
料

 

問
合
先
　
健
康
増
進
課

 

　

  
市
民
創
作
合
唱
・
演
劇
「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ

が
や
っ
て
き
た
」
の
上
演
を
計
画
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ば
さ
の
会
は
、
同
名
絵
本
の

原
作
者
で
あ
る
小
出
隆
司
さ
ん
の
講
演
会
と

公
開
練
習
を
行
い
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
１７
日
（
祝
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

●
入
場
料
　
無
料

 

問
合
先
　
同
会
の
千
藤
さ
ん
　
蕁
烽
７
９

　
０
５
、
０
９
０
（
９
２
２
０
）
８
０
１
１

  

　

 

●
期
間
　
９
月
２４
日
（
日
）
ま
で
（
月
〜
木

　
曜
日
は
休
館
日
、
た
だ
し
祝
日
は
開
館
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
豊
蔵
資
料
館
（
久
々
利
大
萱
）

●
内
容
　
豊
蔵
氏
の
作
品
な
ど
約
４０
点

●
入
場
料
　
無
料

 

問
合
先
　
同
資
料
館
　
　
蕁
焉
１
４
６
１

  

　

  

地
球
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
に
は
、
南
ア
フ
リ
カ

の
多
人
種
の
子
ど
も
た
ち
が
、
音
楽
と
い
う

世
界
共
通
語
で
歌
い
、
踊
る
「
地
球
ハ
ー
モ

ニ
ー
２
０
０
６
ｉ
ｎ
か
に
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
２８
日
（
金
）

●
時
間
　
午
後
７
時
開
演

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料
　
４
歳
〜
大
人
＝
１
０
０
０
円
　

　
（
障
が
い
者
と
そ
の
付
き
添
い
の
人
お
よ

　
び
外
国
籍
の
人
は
５
０
０
円
）

 

問
合
先
　
地
球
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
に
の
市
村

　
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
５
１
８
２

昨年5月に行われた大会の様子（兼山）

10

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

鳩
吹
山
を
緑
に
す
る
会

植
物
観
察
会
を
開
催

市
民
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

N
P
O
法
人
つ
ば
さ
の
会

講
演
会
と
公
開
練
習
を
開
催

豊
蔵
資
料
館

鉢
い
ろ
い
ろ
展
を
開
催

地
球
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
に

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

催
し

E
ven

t



募
集

In
vitation

　
可
茂
消
防
事
務
組
合
南
消
防
署
は
、
普
通

救
命
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
２９
日
（
土
）
、
８
月
５
日
　

　
（
土
）
の
２
回

●
時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
南
消
防
署
（
下
恵
土
）

●
講
習
内
容
　
普
通
救
命
講
習
（
講
習
修
了

　
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付
し
、
テ
キ
ス
ト
・

　
人
工
呼
吸
用
具
を
無
償
で
渡
し
ま
す
）

●
対
象
者
　
中
学
生
以
上

●
定
員
　
各
３０
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料
　
無
料

 
申
込
・
問
合
先
　
同
署
　
蕁
烝
０
１
１
９

　  
市
と
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
は
、
子
育
て

理
解
講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
保
健

師
・
保
育
士
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
日
時
　
○
８
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
〜

　
１１
時
３０
分
　
○
８
月
９
日
（
水
）
午
後
１

　
時
〜
３
時
３０
分
　
○
８
月
２５
日
（
金
）
午

　
後
１
時
〜
３
時
３０
分

●
場
所
　
総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

●
対
象
者
　
中
学
生
･
高
校
生
（
男
女
と
も
）

●
定
員
　
各
回
１６
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
参
加
希
望
日

　
を
、
フ
ァ
ク
ス
（
蕭
烙
６
７
５
１
）
、
電

　
子
メ
ー
ル
（syogaigakusyu@

city.

　kani.gifu.jp

）
、
電
話
の
い
ず
れ
か
で
申

　
し
込
む

●
申
込
締
切
　
７
月
１８
日
（
火
）

 
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

　
係

  
　

 
　

 　
可
児
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
は
、
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
体
験
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
２２
日
（
土
）
、
２３
日
（
日
）

●
時
間
　
○
２２
日
＝
午
後
２
時
〜
５
時
　

　
○
２３
日
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
と
午
後

　
２
時
〜
５
時
の
２
回

●
場
所
　
市
弓
道
場
第
二
射
場
・
ア
ー
チ
ェ

　
リ
ー
場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
東
）

●
参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
（
親
子
参
加
の

　
場
合
は
、
小
学
５
・
６
年
生
も
可
）

●
定
員
　
各
回
２０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
５
０
０
円

●
申
込
期
間
　
７
月
１
日
（
土
）
〜
２０
日
　

（
木
）

※
弓
具
の
貸
し
出
し
な
ど
準
備
の
た
め
、
１５

　
分
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

 
申
込
・
問
合
先
　
同
協
会
の
石
原
さ
ん
蕁

　
焉
１
９
１
２
ま
た
は
林
さ
ん
烽
２
７
７
７

  
　
 
　

  
市
は
、
東
帷
子
の
薬
王
寺
に
つ
い
て
行
っ

た
調
査
に
関
す
る
講
演
会
の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
期
日
　
８
月
６
日
（
日
）

●
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

●
場
所
　
帷
子
公
民
館

●
演
題
　
帷
子
薬
王
寺
の
大
般
若
経

●
講
師
　
湯
之
上
隆
さ
ん
（
静
岡
大
学
教
授
）

●
定
員
　
８０
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
締
切
　
８
月
２
日
（
水
）

 
申
込
・
問
合
先
　
市
史
編
さ
ん
室

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
蕭
烋
４
６
０
１

  　
　

 ●
期
日
、
場
所
な
ど

●
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜

●
対
象
者
　
小
学
生
以
上
の
親
子
（
４
年
生

　
以
上
は
子
ど
も
の
み
の
参
加
も
可
）

●
献
立
　
桜
エ
ビ
ご
は
ん
・
夏
野
菜
の
ト
マ

　
ト
煮
・
ミ
ニ
バ
ー
グ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

　
和
風
デ
ィ
ッ
プ
添
え
・
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ゼ
リ
ー

●
受
講
料
　
１
人
５
０
０
円

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
手
ふ

　
き

●
申
込
締
切
　
各
期
日
の
１
週
間
前

 
申
込
・
問
合
先
　
健
康
増
進
課

薬王寺本堂

南
消
防
署

応
急
手
当
を
学
ぼ
う

市
史
編
さ
ん
講
演
会

受
講
者
を
募
集

可
児
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

体
験
し
て
み
よ
う

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

親
子
料
理
教
室
の
参
加
者
を
募
集

行政相談委員に感謝状
　５月１８日、本市の行政相談委員である
勝川薫雄さん（下恵土）に、その功績に
対し総務省岐阜行政評価事務所長から　
　 感謝状が贈られました。

　勝川さんは、平成
１３年１０月１日から
現在まで、総務大
臣の委嘱により行
政相談委員としてご    
　尽力されています。

期　日 場　　所 定員
（先着順）

川合公民館 ２５人

３０人

４０人

各２５人

帷子公民館

総合会館
（市役所向かい）

春里公民館・
桜ケ丘公民館

７/２６
（水）

７/２８
（金）

８/１
（火）

８/２６
（土）

ド
キ
ド
キ
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験

明
日
の
親
と
な
る
中
・
高
校
生
の

 

　
　
た
め
の
子
育
て
理
解
講
座

11 広報かに ２００６．７．１



可児市まちづくり活動助成金　平成１８年度の助成事業を決定

　
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
可
児
市
め
だ

か
の
楽
校
は
、
「
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

＆
可
児
市
一
斉
水
質
調
査
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
１７
日
（
祝
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ

●
集
合
場
所
　
総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

●
内
容
　
講
師
に
よ
る
講
演
、
可
児
川
で
の

　
水
生
生
物
調
査
や
透
視
度
計
・
C
O
D
検

　
査
な
ど
の
水
質
調
査
、
流
し
そ
う
め
ん
な

　
ど

●
対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
小
中
学
生

　
お
よ
び
一
般
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員
　
８０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
締
切
　
７
月
１１
日
（
火
）

 
申
込
・
問
合
先
　
環
境
課

  
　

 
　

  
未
経
験
者
を
正
社
員
と
し
て
積
極
的
に
採

用
す
る
企
業
（
１０
社
程
度
）
に
よ
る
合
同
会

社
説
明
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
２１
日
（
金
）

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

●
場
所
　
可
児
工
業
団
地
組
合
会
館
（
姫
ケ

　
丘
）

●
内
容
　
企
業
の
社
長
・
採
用
担
当
者
か
ら

　
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
現
場
で
働
く
若
手
社

　
員
の
生
の
声
が
聞
け
る
会
社
説
明
会

●
対
象
者
　
３４
歳
以
下
の
求
職
者

●
定
員
　
３０
人

●
参
加
費
　
無
料

 
申
込
・
問
合
先
　
岐
阜
県
人
材
チ
ャ
レ
ン

　
ジ
セ
ン
タ
ー
蕁
０
１
２
０
燠
１
１
４
９

  
　

 
　

  
可
児
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
は
、
第
８
回
市

民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
期
日
　
８
月
６
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
（
受
け
付
け
は
午
前

　
８
時
３０
分
ま
で
）

●
場
所
　
O
S
ボ
ウ
ル
（
美
濃
加
茂
市
加
茂

　
川
町
）

●
対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
１５

　
歳
以
上
の
人
（
保
護
者
同
伴
の
小
学
生
以

　
上
も
可
）

●
定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
１
３
０
０
円
（
小
・
中
学
生
は

　
１
２
０
０
円
、
靴
代
は
個
人
負
担
）

●
競
技
内
容
　
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
方
式
２

　
ゲ
ー
ム

●
申
込
締
切
　
７
月
２２
日
（
土
）

 
申
込
・
問
合
先
　
同
協
会
の
事
務
局
　
　

　
（（
有
）エ
ム
テ
ッ
ク
の
吉
田
さ
ん
）
蕁
濬

　
１
７
６
５
ま
た
は
市
体
育
連
盟
事
務
局
　

　
蕁
烝
８
６
０
０

可
児
市
め
だ
か
の
楽
校

川
で
遊
ぼ
う

県
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー

合
同
会
社
説
明
会
を
開
催

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

市
民
大
会
に
参
加
を

可児市まちづくり活動助成金　平成１８年度の助成事業を決定

市は、可児市まちづくり活動助成金の平成１８年度募集分について、総額１６４万６千円の助成事業を決定しました。

●問合先　まちづくり推進課

まちづくり活動事業

団　体　名 事　業　名 助成額事　　業　　の　　概　　略

多文化共生施設
Ｍａｍｍｙ'ｓ（マミース）

多文化社会と食育を考え
る研究交流会

栄養相談や指導、相談会、研修会、ポルトガル講座により交流を図り、在住外国人の
子どもの食育と栄養を考え、共生への意識を高める。

よさこい踊りで有名な関西京都今村組とのジョイントコンサートを若者たちが中心となり
企画・公演することにより、若者たちのまちづくりへの参加を促し、まちの活性化を目指す。

生の舞台芸術やさまざまな仕掛けにより、子育て世代の親子たちが地域とつながる場
を創出し、子育て支援の充実したまちづくりを目指す。

環境映画の自主上映、講演会の企画・発表を通して、命と環境を考える場を創出し、
市民意識を高め、まちの活性化を目指す。

大みそかに土田の鬼ケ島において迎春を祝う鬼太鼓を演奏することにより、歴史と文
化の継承、地域交流を目的としたまちづくりを目指す。

桜ケ丘ハイツ住民の自由な話し合い、情報交換の場を提供することにより、まちづくり
への関心を高め、まちの活性化を目指す。

３人の音楽家たちとともに、障害者も健常者も一緒に参加する心温まるコンサートを通
して、市民の交流を深め、差別や偏見のないまちづくりを目指す。

市民発意の合唱、演劇作品を創りあげる過程を通して、参加型の文化振興の意識の
高揚、市民間、世代間の交流を目的としたまちづくりを目指す。

フォークライブ、トークセッションを通して、２００７年問題の中心である団塊世代の潜在
的なパワーを発掘し、将来のまちづくりへとつなげるネットワークを構築する。

関西京都今村組可児公
演

扉のむこう

いのちと環境を考えるつど
い

「鬼ケ島」おんでこ祭

まちづくり懇談会・桜ケ丘

みんなちがってみんないい

かにぞうれっしゃがやってき
たプロジェクト（後期）

拝啓、６０年代、７０年代に
青春を送った皆さまへ

まちづくり懇談会・
桜ケ丘事務局

地球ハーモニーかに

特定非営利活動法
人つばさの会

「拝啓、６０年代、７０年
代に青春を送った皆さ
まへ」実行委員会

やんちゃ和尚　可児

20万円

20万円

20万円

20万円

18万円

6.6万円

20万円

20万円

20万円

可児おやこ劇場

可児ガイアの会

鬼神太鼓
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可
児
商
工
会
議
所
は
、
各
種
講
習
会
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

起
業
家
支
援
セ
ミ
ナ
ー

▽
期
日
　
８
月
２１
日
（
月
）
〜
２５
日
（
金
）

　
の
５
日
間

▽
時
間
　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

▽
内
容
　
開
業
の
た
め
の
心
構
え
、
手
続
き

　
な
ど
の
基
礎
知
識

▽
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

▽
対
象
者
　
創
業
を
考
え
て
い
る
人
、
開
業

　
し
て
間
も
な
い
人

▽
受
講
料
　
２
０
０
０
円

▽
申
込
締
切
　
８
月
１４
日
（
月
）

創
業
塾

▽
期
日
　
８
月
２７
日
、
９
月
３
日
、
１０
日
、

　
１７
日
、
２４
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）
の
５

　
日
間

▽
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

▽
内
容
　
経
営
者
と
し
て
の
セ
ン
ス
を
磨
く

　
実
践
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
成
功
す
る
た
め

　
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
ア
ド
バ
イ
ス

▽
定
員
　
４０
人
（
先
着
順
）

▽
対
象
者
　
創
業
に
関
心
が
あ
る
人
、
開
業

　
し
て
間
も
な
い
人

▽
受
講
料
　
５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
締
切
　
８
月
１０
日
（
木
）

経
営
革
新
塾

▽
期
日
　
９
月
３０
日
、
１０
月
７
日
、
１４
日
、

　
２１
日
、
２８
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）
の
５

　
日
間

▽
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

▽
内
容
　
経
営
戦
略
の
考
え
方
と
、
そ
れ
を

　
経
営
に
活
か
す
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

　
の
策
定

▽
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

▽
対
象
者
　
経
営
者
、
後
継
者
お
よ
び
経
営

　
幹
部
社
員
な
ど

▽
受
講
料
　
５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
締
切
　
９
月
１３
日
（
水
）

●
場
所
　
い
ず
れ
も
総
合
会
館
（
市
役
所
向

　
か
い
）

 
申
込
・
問
合
先
　
可
児
商
工
会
議
所

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烋
０
０
１
１

  
　

 
　

 
　

  
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
講

習
会
で
す
。
受
講
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
期
日
と
時
間

●
場
所
　
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
　

　（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者
　
高
校
生
以
上
（
子
ど
も
連
れ
の

　
参
加
は
不
可
）

●
定
員
　
各
１８
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物
　
運
動
服
・
室
内
靴

●
受
講
料
　
５
０
０
円
（
釣
り
銭
の
必
要
が

　
な
い
よ
う
に
）

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口

　
で
申
し
込
む
（
当
日
の
申
し
込
み
は
受
け

　
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

●
申
込
開
始
日
時
　
７
月
１１
日
（
火
）
午
前

　
８
時
３０
分
〜

※
講
習
時
間
の
１０
分
前
に
は
受
け
付
け
を
済

　
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先
　
同
連
盟
事
務
局
蕁
烝
８
６
０
０

  
　

 
　

 　
可
児
商
工
会
議
所
「
特
産
品
開
発
の
会
」

は
、
特
産
物
で
あ
る
里
芋
の
栽
培
や
収
穫
を

体
験
す
る
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
８
月
２４
日
（
木
）、
１０
月
２６
日
（
木
）、

　
１１
月
７
日
（
火
）、
１３
日
（
月
）、
２０
日
（
月
）

　
の
全
５
回

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
今
渡
南
小
学
校
東
の
耕
地

●
対
象
者
　
６０
歳
以
上
で
農
業
未
経
験
の
人

●
定
員
　
１０
人
（
抽
選
）

※
抽
選
結
果
は
、
当
選
者
の
み
通
知
し
ま
す
。

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
方
法
　
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
同

　
会
議
所
（
〒
５
０
９
―
０
２
１
４
広
見
１

　
―
５
可
児
市
総
合
会
館
３
階
）
に
送
る

●
申
込
締
切
　
７
月
３１
日
（
月
）
消
印
有
効

　
問
合
先
　
同
会
議
所
　
　
蕁
烋
０
０
１
１

可
児
市
体
育
連
盟

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
の

 

　
　
　
　
　
　
受
講
生
を
募
集

期　　日

8月3日（木） 午前10時　
　　～正午

8月4日（金） 午後７時　
　　～９時

午後７時　
　　～９時

午後７時　
　　～９時

8月１２日（土）

8月１６日（水）

8月２３日（水）午前10時　
　　～正午

講習時間

わくわく体験館

　わくわく体験館は、リサイクル講座の受
講者を募集します。
●期日　７月３０日（日）
●時間　午前１０時～午後３時（最終受け付
　けは午後２時３０分）
●場所　わくわく体験館（塩河）
●内容　①廃びんで作る風鈴　②廃材で作
　る輪投げ
●対象者　３歳以上（ただし、幼児以下は
　保護者同伴）
●定員　各１００人（先着順）
●受講料　無料
●申込方法　当日、会場で申し込む
●問合先　わくわく体験館蕁烽１５１５

廃びんで作った風鈴

「
さ
と
い
も
塾
」
塾
生
募
集

里
芋
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

可
児
商
工
会
議
所

創
業
・
経
営
革
新
を

 
　
　
　
　
　
目
指
す
あ
な
た
に
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市
は
、
快
適
な
妊
娠
生
活
を
過
ご
す
た
め

の
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
８
月
８
日
（
火
）

●
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
１
時
（
受

　
け
付
け
は
午
前
９
時
２０
分
〜
）

●
場
所
　
春
里
公
民
館

●
内
容
　
講
話
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み

　
育
て
る
た
め
に
」
、
調
理
実
習
「
バ
ラ
ン

　
ス
の
と
れ
た
献
立
と
料
理
の
基
本
」

●
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
三
角
き
ん
、
手
ふ
き

●
対
象
　
妊
婦
お
よ
び
妊
娠
を
希
望
す
る
人

●
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
受
付
期
間
　
７
月
１１
日
（
火
）
〜
２５

　
日
（
火
）

※
託
児
あ
り
。

 

申
込
・
問
合
先
　
健
康
増
進
課

  

　 

　
　

●
期
日
　
８
月
１
日
（
火
）

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
可
茂
総
合
庁
舎
（
美
濃
加
茂
市
古

　
井
町
）

●
内
容
　
講
話
「
ア
ト
ピ
ー
性
疾
患
と
夏
の

　
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
対
策
に
つ
い
て
」
（
講
師
・

　
郡
上
市
民
病
院
小
児
科
部
長
　
篠
田
紳
司

　
さ
ん
）
と
、
医
師
・
栄
養
士
・
保
健
師
に

　
よ
る
個
別
相
談

●
対
象
者
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
定
員
　
１５
組
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
締
切
　
７
月
２０
日
（
木
）

 

申
込
・
問
合
先
　
同
保
健
所
健
康
増
進
課

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
澪
３
１
１
１

 

　

 

　

 

可
児
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、
８
月
１２

日
（
土
）
・
１３
日
（
日
）
に
開
催
す
る
「
可

児
夏
ま
つ
り
」
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

 

ま
た
、
皆
さ
ん
で
一
緒
に
踊
り
を
楽
し
む

た
め
、
市
民
練
習
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
活
動
内
容 

　
○
会
場
サ
ー
ビ
ス
（
案
内
説

　
明
、
迷
子
対
応
） 

○
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
補

　
助
　
○
環
境
（
会
場
清
掃
、
リ
サ
イ
ク
ル

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
助
）

市
民
練
習
会

▽
期
日
と
場
所

▽
時
間
　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

▽
内
容
　
「
お
ど
ろ
ま
い
か
」
「
ど
っ
こ
い

　
し
ょ
」
ほ
か
の
踊
り
を
練
習

▽
持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲

　
み
物
、
鳴
子
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
） 

　
問
合
先
　
同
実
行
委
員
会
（
可
児
商
工
会

　
議
所
内
）
　
　
　
　
　
　
蕁
烋
０
０
１
１

  

　 

　

  

可
児
市
水
泳
協
会
は
、
第
２５
回
市
民
水
泳

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
３０
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜

●
場
所
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
坂
戸
）

●
参
加
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

　
小
学
生
以
上

●
種
目
　
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
バ

　
タ
フ
ラ
イ
、
リ
レ
ー

●
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円

●
申
込
方
法
　
同
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
内
の

　
各
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
直
接
申
し
込

　
む

●
申
込
締
切
　
７
月
２３
日
（
日
）

 

問
合
先
　
同
協
会
事
務
局
蕁
濟
７
０
３
０

  

　

 

　

  

防
衛
庁
は
、
来
年
の
春
入
隊
予
定
の
自
衛

官
を
募
集
し
ま
す
。

　　
問
合
先
　
自
衛
隊
美
濃
加
茂
事
務
所
（
可

　
茂
総
合
庁
舎
内
）
　
　
　
蕁
澪
７
４
９
５

あ
こ
が
れ
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

快
適
な
妊
娠
生
活
を

県
中
濃
保
健
所

ア
ト
ピ
ー
性
疾
患
相
談
会
を
開
催

可
児
夏
ま
つ
り

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

第
２５
回
市
民
水
泳
大
会

得
意
な
泳
ぎ
で
挑
戦
を

防
衛
庁

自
衛
官
を
募
集

多くの人が踊りを楽しんだ夏まつり（昨年）

項　　目 応募資格 受付期間 １次試験期日

曹候補士

一般曹候補学生

航空学生

防衛大学校

防衛医科大学校

看護学生

２等陸・海・空士

高卒 １８歳～２７歳未満

高卒 １８歳～２４歳未満

高卒（見込み含む）～２１歳未満

高卒（見込み含む）～２１歳未満

高卒（見込み含む）～２１歳未満

高卒（見込み含む）～２４歳未満

男性 １８歳～２７歳未満女性 

１８歳～２７歳未満

８月１日（火）
～９月８日（金）

９月９日（土）
～２９日（金）

年間を通じて

９月１６日（土）

８月１日（火）～９月８日（金）

９月２３日（土）

１１月１１日（土）・１２日（日）

１１月４日（土）・５日（日）

１０月１５日（日）

受け付け時に連絡

９月２５日（月）

※年齢は、平成１９年４月１日現在

期　　日

７月４日（火）

７月１１日（火）

７月１７日（月）

７月２４日（月）

７月３１日（月）

８月８日（火）

場　　所

久々利公民館

春里公民館

広見公民館
ゆとりピア

広見公民館
ゆとりピア

広見公民館
ゆとりピア

今渡公民館

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/
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中
部
大
学
地
域
連
携
講
座
「
マ
ヤ
文
明
の

過
去
と
現
在
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
１８
日
（
火
）、
２５
日
（
火
）

　
の
全
２
回

●
時
間
　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分

●
場
所
　
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
講
師
　
杓
谷
茂
樹
さ
ん
（
中
部
大
学
助
教

　
授
）

●
内
容
　
メ
キ
シ
コ
か
ら
中
米
に
か
け
て
高

　
度
な
文
明
を
築
い
て
い
た
古
代
マ
ヤ
人
の

　
社
会
・
生
活
に
つ
い
て
考
え
、
マ
ヤ
文
明

　
の
「
謎
」
や
「
神
秘
」
の
正
体
に
迫
る

●
定
員
　
６０
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料
　
５
０
０
円

●
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

　
電
話
で
連
絡
す
る

 
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
公
民
館
係

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
２
０
０
５

  
　

 
　

  
市
は
、
１８
年
１０
月
１
日
現
在
で
総
務
省
が

行
う
「
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
」
の
調
査

員
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
間
　
８
月
下
旬
〜
１０
月
末

●
仕
事
の
内
容
　
○
説
明
会
へ
の
出
席
　
○

　
調
査
票
の
配
布
　
○
調
査
票
の
回
収
・
点

　
検
な
ど

●
報
酬
　
１
人
約
６０
件
の
事
業
所
の
場
合
、

　
約
３
万
８
０
０
０
円

●
募
集
人
数
　
６０
人
程
度

●
申
込
締
切
　
７
月
１８
日
（
火
）

 
申
込
・
問
合
先
　
総
合
政
策
課

  
　

   
　

 
　

  
７
月
１
日
か
ら
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運

動
」
月
間
が
始
ま
り
ま
す
。

 
現
在
、
輸
血
用
の
血
液
の
ほ
と
ん
ど
は
献

血
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
で
必

要
な
血
液
は
県
内
の
献
血
で
賄
う
こ
と
が
目

標
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
他
県
か
ら
借
り
て

い
る
状
況
で
す
。
１
人
で
も
多
く
の
人
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
の
市
内
献
血

　 
問
合
先
　
健
康
増
進
課

  
　

 
　

  
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て
の

国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

 
今
年
の
運
動
は
、
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と

更
生
の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と

参
加
を
求
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
行
わ

れ
ま
す
。

 
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 
問
合
先
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

案
内

G
u

id
an

ce

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

献
血
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う

中
部
大
学
地
域
連
携
講
座

マ
ヤ
文
明
の
謎
に
迫
る

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

調
査
員
を
募
集
し
ま
す

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
は
強
調
月
間
で
す

●応募資格　市内の小・中学校の児童生徒
●出品料　無料
●応募締切　９月１１日（月）
 入賞作品展示
蜴期間　１１月３０日（木）～１２月３日（日）
蜴場所　文化創造センター
●問合先　同センター蕁烟３３１１

●応募資格　高校生以上
●出品料　無料
●応募方法　文化創造センター（〒５０９－０２０３下恵土３４３３－１
　３９）へ郵送または直接提出する
※応募者の氏名には平仮名で振り仮名を付け、筆名を使用する
　場合は本名を併記すること。
●応募締切　８月２０日（日）当日消印有効

一般の部

小・中学生の部

４００字詰め原稿用紙（Ａ
４判横）を使用し、１枚目
の右半分に題名を、左半
分に部門・郵便番号・住
所・氏名・年齢・性別・電
話番号を楷書で記入

文化創造センター、まちづ
くり推進課、各連絡所に
備え付けの募集要項に
添付してある応募はがき
または郵便はがきの表に、
郵便番号・住所・氏名・
年齢・性別・電話番号を
記入し、裏に部門名と作
品を楷書で記入。必要な
場合は、作品に平仮名で
振り仮名を付ける

部　門 応募点数 条　　　件 応募規定

部　門 応募点数 条　　　件 応募規定

所定の応募用紙を使用し、
各学校でまとめて提出す
る

題材自由

題材自由、４００字詰め原稿
用紙（ワープロの場合２０×
２０字、縦書き）短編小説は３
０枚以内、随筆は１０枚以内

題材自由、４００字詰め原稿
用紙（ワープロの場合２０×
２０字、縦書き）１編２枚以内

題材自由

題「女心」「礎石」
（１題１句）

題材自由

短編小説

随　筆

現代詩

短　歌

俳　句

川　柳

狂　俳

俚　謡

１人１編

１人
２編以内

１人２首

１人２章

１人２句

短　歌

俳　句

詩または
作文

１人１首

１人１句

１人１作品

期　日 受付時間 場　　所

７/１２
（水）

７/２５
（火）

午前９時３０分～
午後１時

午後２時～４時

午前１０時３０分～
午後１時

午後２時～４時

工業団地協同組合
 （姫ケ丘）

ユニー可児店
（中恵土）

多治見駅前献血ルーム（多治見市本町
駅前プラザ・テラ）では、木曜日・年末
年始を除く毎日（午前１０時～正午、午
後１時～５時３０分）受け付けています。



収集地区  金物類・
 粗大ごみ

缶
ペットボトル
トレー資源 

中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

今渡・土田

菅刈・西帷子・緑・鳩吹
台・若葉台・虹ケ丘

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

久々利・羽崎・二野・緑ケ
丘・羽生ケ丘・瀬田・柿田・
しらさぎ・渕之上・兼山

下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松
伏・大森台・星見台

16

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

26貉 19貉

27貅 20貅

10豺 24豺

20貅 27貅

19貉 26貉

18貂 25貂

14貊 21貊

21貊 28貊

7月のごみ・リサイクル資源収集日

期　　日

回収団体

回収品目

収集時間
場　　所

7月２３日（日）

可児市生活学校

瓶、缶、ペットボトル、
トレー、発泡スチロール、
紙類（新聞とチラシは別に
する）

午前９時～11時の間に
総合会館分室駐車場
（ＪＲ可児駅西）へ

資源集団回収にご協力を

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

　
従
来
、
農
業
所
得
を
有
す
る
人
の
確
定
申

告
の
際
に
、
田
畑
の
面
積
な
ど
か
ら
所
得
額

を
算
出
す
る
農
業
所
得
標
準
と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
平
成
１９
年
（
平

成
１８
年
分
所
得
）
の
確
定
申
告
か
ら
廃
止
さ

れ
、
収
支
の
計
算
を
行
っ
て
所
得
額
を
算
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
出
荷
伝
票
な
ど
収
入
金
額
の

分
か
る
書
類
や
、
領
収
書
な
ど
必
要
経
費
の

分
か
る
書
類
を
保
管
し
、
集
計
し
て
確
定
申

告
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
収
支
計
算
や

記
録
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

 

問
合
先
　
多
治
見
税
務
署
蕁
０
５
７
２
澤

　
０
１
０
１
ま
た
は
市
税
務
課

  

　

  

県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
無
料
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
１２
日
、
２６
日
、
８
月
９
日
、

　
２３
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

 

申
込
・
問
合
先
　
（
財
）
岐
阜
県
産
業
経

　
済
振
興
セ
ン
タ
ー
蕁
０
５
８
（
２
７
７
）

　
１
０
９
６
ま
た
は
可
児
商
工
会
議
所
蕁
烋

　
０
０
１
１

  

　

 

　

 

必
ず
電
話
し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
７
月
１７
日
（
祝
）

●
診
療
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
南
可
児
歯
科
（
下
切
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
５
５
８
４

 

問
合
先
　
健
康
増
進
課

  

　

 

　

 

　
厚
生
労
働
省
は
、
７
月
１
日
を
期
日
と
し

て
身
体
障
が
い
児
・
者
等
実
態
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
身
体
、
知
的
、
精

神
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
日
常
生
活
の
状
況

等
を
把
握
し
、
福
祉
施
策
の
推
進
に
必
要
な

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。

 

調
査
対
象
と
な
る
地
区
（
羽
生
ケ
丘
、
渕

之
上
、
今
渡
、
皐
ケ
丘
、
土
田
、
虹
ケ
丘
、

兼
山
）
の
一
部
に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
対

象
者
の
有
無
を
確
認
し
た
上
で
調
査
票
を
配

付
し
ま
す
の
で
、
記
入
し
て
郵
送
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

問
合
先
　
市
福
祉
課

　
利
用
す
る
人
は
、
必
ず
予
約
し
て
か
ら
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
７
月
１６
日
（
日
）

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
相
談
料
　
無
料

●
相
談
時
間
　
１
相
談
に
つ
き
４０
分
以
内

●
定
員
　
１２
人
（
先
着
順
）

●
予
約
電
話
番
号
　
蕁
０
５
８
（
２
４
８
）

　
１
７
１
５
（
受
け
付
け
は
月
〜
金
曜
日
の

　
午
後
１
時
〜
４
時
）

　
問
合
先
　
同
支
部
蕁
澪
８
３
３
０

 

不
用
品
紙
上
交
換

●
ゆ
ず
り
ま
す

 

ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
（
宮
台
付
き
、
７
年
前
に

　
購
入
し
て
４
カ
月
ほ
ど
使
用
）
を
取
り
に

　
来
ら
れ
る
人
に
無
料
で
。
長
江
さ
ん
蕁
烽

　
０
７
９
５

 

問
合
先
　
商
工
観
光
課

農
業
所
得
標
準

制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す

休
日
の
歯
科
診
療

７
月
の
休
日
の
歯
科
診
療
当
番

障
が
い
児
・
者
等
実
態
調
査

調
査
に
ご
協
力
を

無
料
移
動
相
談
窓
口

創
業
か
ら
経
営
に
関
す
る

 

　
　
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

収
支
の
計
算
方
法
は
・
・
・

 

「
収
入
金
額
」
か
ら
「
必
要
経
費
」
を
差

し
引
い
た
額
が
所
得
金
額
と
な
り
ま
す
。

▽
収
入
金
額
＝
販
売
金
額
、
自
家
消
費
、
補

　
助
金
な
ど

▽
必
要
経
費
＝
種
苗
費
、
肥
料
費
、
農
具
費
、

　
減
価
償
却
費
な
ど

岐
阜
県
司
法
書
士
会
中
濃
支
部

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
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　固定資産税●　都市計画税

　国民健康保険税
●
　介護保険料

7月の税金

※7月３１日までに納めましょう。

2期

あこがれママ教室（2課）

母子健康手帳交付

BCG

１歳６か月児健康診査

こども相談
離乳食モグモグ教室

こども歯みがき相談

法律相談

住宅（建築）相談
心配ごと相談

ことば・発達相談

発達と教育の相談会

生涯楽習相談

人権・困りごと相談

消費生活相談

行政相談

精神保健福祉相談

景観相談

乳児健康診査・離乳食相談

3歳児健康検査

３種混合（初回・追加）

●対象者　生後３カ月以上９０カ月未
満で、百日せきにかかったことのな
い子（３～８週間の間隔で３回接種）
※初回（３回目）終了後１年～１年半
の間隔で追加接種を受けてください。

●期日と場所　○７月１４日（金）＝
総合会館（市役所向かい）　○７月
２１日（金）＝保健センター　●受付
時間　９時１５分～９時３０分

●期日　７月２１日（金）　●受付時間
１時３０分～１時５０分　●場所　保健
センター　●対象者　１８年４月１日
～１５日生まれ　※ＢＣＧの前後４週
間は他の予防接種を受けないでくだ
さい。対象者は個別に通知します。

●期日　７月１８日（火）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１５年６月
１６日～３０日生まれ

●期日　７月２０日（木）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１８年３月
１日～１５日生まれ

●期日　７月２６日（水）　●受付時
間　９時４５分～１０時　●場所　総
合会館　●対象者　離乳中期以降の
子どもを持つ人　●持ち物　エプロ
ン、三角きん、手ふき　●申込締切
７月１９日（水）　●申込先　健康
増進課

●期日　７月１１日（火）　●受付時
間　１時２０分～２時　●場所　保
健センター　●対象者　１６年３月
生まれ　●内容　歯科健診、歯こう
染め出し、ブラッシング指導、おや
つ指導　●持ち物　母子手帳、エプ
ロン、タオル、歯ブラシ、手鏡、コ
ップ　●申込先　健康増進課（前日
までに）

●期日　７月１３日（木）　●受付時
間　９時～１０時３０分　●場所　保
健センター　●対象者　乳幼児を持
つ人

●期日　７月１４日（金）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１６年１２月
１日～１５日生まれ

●期日　７月２１日（金）　●受付時
間　９時～９時１０分　●場所　保
健センター　●内容　歯の衛生（歯
ブラシ、手鏡、コップを持参）、妊婦体操
（運動のできる服装、飲み物を持参）　

●期日　７月１４日（金）　●時間
１時～４時　●場所　図書館本館（広
見）　●問合先　まちづくり推進課

　
●期日　毎週火曜日　●時間　１時
～４時　●場所　福祉センター（今
渡）　●問合先　市社会福祉協議
会　蕁烝１５５５

●期日　７月２１日（金）　●時間　１
時３０分～４時３０分　●場所　福祉
センター　●申込方法　福祉課へ
電話で予約する　●問合先　同課

●日時　○緑化＝７月１８日（火）
２時～４時　○デザイン・色彩＝
７月２０日（木）９時３０分～１１時
３０分　●場所　市役所１階相談室
●申込方法　都市計画課へ電話で
予約する　●問合先　同課

●期日　７月１４日（金）　●時間
１時～４時　●場所　市役所１階
相談室　●問合先　総務課

●期日と場所　○毎週月・水・金
曜日＝市役所１階相談室   ※７月１４
日（金）、２１日（金）は商工観光
課　●時間　９時３０分～２時３０分
●問合先　同課

●期日　７月１９日（水）　●時間　１
時３０分～３時３０分　●場所　総合
会館分室（ＪＲ可児駅西）　●申
込方法　各幼稚園、各保育園、小中
学校に備え付けの相談申込書で申し込
むか、教育研究所へ電話で予約する
●問合先　同研究所   蕁烙４８４１

●期日　７月１８日（火）　●時間
１時～４時　●場所　市役所１階
相談室　※子どもボランティア
相談も受け付けます。　●問合先
生涯学習課

●日時　平日の３時３０分～４時３０
分に電話で受け付け、予約　●場
所　養護訓練センター（可児警察
署西）　●申込・問合先　同セン
ター　蕁烟０２５５

●期日　７月２１日（金）　●時間
１時～４時　●場所　市役所１階
相談室　●問合先　建築指導課

●期日　７月１８日（火）、２５日（火）
●受付時間　１時～２時　●場所
福祉センター　●問合先　まちづ
くり推進課

期日 受付時間 場　　所

７/１１（火）

７/１８（火）

７/２５（火）

2時～2時３０分

１時３０分～2時３０分

桜ケ丘公民館

保健センター

下恵土公民館

乳児健診・１歳６か月児健診・３
歳児健診と保健センターで行われ
る予防接種の番号札は、午前８時
３０分から受付に用意しています。
番号札を利用する場合は、母子健
康手帳を持参の上、お越しくださ
い。
●問合先　健康増進課



ことばで表現すること

太郎（日本語）

José
（ポルトガル語）

Emily
（英語）

太郎 & José & Emily：天気に関する話題はいつでもできるよね。

ボンテンポ
Bom 
tempo

セーウ ヌブラード
Céu 
nublado

サニー
Ｓｕｎｎｙ

クラウディ
Ｃｌｏｕｄｙ

レイン
Rain

イッツ ア ナイスデイ!
 It’s a nice day!

ケ　テンポ　ボン
Que tempo bom!

食中毒にかかった時の食中毒にかかった時の
対処法対処法

No.8

可児市在住の外国人：33カ国6,483人
　　　　　（平成18年6月1日現在）　

男女共同

●問合先　まちづくり推進課

ジョゼ エミリー

晴れ 雨 いい天気だね！

 男女共同参画社会を目指して、今、可児市では市

民委員の皆さんと一緒に委員会を作って、条例策定

に取り組んでいるところです。委員会では、男性、

女性、年代もさまざまな立場の人たちがいるので、

意見も多様です。「私は、こう思っています」「い

や、今はそういう時代じゃないですよ…」「でも、

こうなったら男性も女性ももっと生きやすく、働き

やすくなりますよね」そういう討論のなかから時代

に即した可児市にふさわしい条例が、生まれてくる

と期待しています。

 その話し合いの中で、ひとりの女性委員が、「家

庭に入った女性が会議の場で話をするということは、

最初は大変なことなのです。会社へ行って会議など

をこなしている男性と、同じように話すことは難

しいです」と発言されていました。確かに人前で

話すことは緊張しますし、最初は訓練が必要かも

しれません。でも、その女性が、自分のことばで

発言することを積極的に実践されている姿に感動

を覚えました。

 自分の考えを他人に伝えることは、コミュニケ

ーションの第一歩です。いろいろな場所で自ら発

言することに尻込みしないことです。今は、携帯

電話のメールで気持ちを伝え合うことも一つの手

段かもしれませんが、お互いに顔を合わせて自分

の言葉で気持ちを伝え合うことをおろそかしてい

ませんか？日々の暮らしのなかで、身近な人との

コミュニケ－ションから見直していきませんか。

●問合先　総合政策課

食中毒にかかったと思ったら
 通常、吐き気・腹痛・下痢などの症状が起きてき
ます。まずは軽視しないで、早めに病院で受診しま
しょう。なおその際に、原因と考えられる食品や嘔
吐（おうと）物、便などをビニール袋に入れて持参
すると、診察の時に重要な手掛かりとなります。
家庭での対処
 食中毒を起こし、下痢や嘔吐を繰り返した身体は、
水分が不足し、脱水症状を起こしやすい状態にあり
ます。水分補給と適当な塩分、糖分などの補給をし
て下さい。スポーツドリンクなどを上手に活用する
のも一つの方法です。
 また、嘔吐がある場合は、吐きやすい体位をとり、
窒息しないよう注意しましょう。
 なお、下痢や嘔吐は体の中の毒素を吐き出すため
の大事な手段です。下痢止め薬は場合によっては深
刻な症状を引き起こすこともあり、危険ですから、

医師に相談しましょう。
O－157にかかっていたら
 食中毒にはさまざまなウイルスが原因となりますが、
その中でもO－157にかかってしまったら、二次感染
を防ぐための対策が必要です。
・患者の便はビニール手袋などで処理をして、使っ
　た道具はアルコール消毒をしましょう。
・患者の衣類は分けて洗濯し、十分な日光をあてま
　しょう。
・入浴の際は、家族で一番最後にしたりシャワーだ
　けで済まし、タオルの共用は避けましょう。
 最初の対処が要です。特にO－157で怖いのは、合
併症(他の病気)を引き起こすことです。自分で判断せ
ずに医師に相談しましょう。
●問合先　健康増進課

くもり

ｼｭｰヴｧ
chuva

食中毒にかかった時の
対処法

No.8

太郎
José Emily
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　新部署に異動して3カ月がたちまし
た。使い捨てカメラの愛用者だった自
分が、厚かましくも一眼レフカメラを
肩に取材に走り回っています。花フェ
スタ記念公園やわくわく体験館など、
イベントを求めてどこまでも・・・（市
内限定ですが）。5月病にかかる暇も
なく夏に突入してしまいました。
　数カ月間の成果は、皆さんとの出会
いと、無理なハイヒールで角質化して
カチカチになった足の裏の皮膚。
　どこかで素人くさい広報カメラマン
を見かけられた方、励ましのお言葉を
お待ちしています。　　　　（里）

編集後記

●「市内学校巡り」展
　7月8日（土）～7月２３日（日）（本館）

●「心に残る夏休みを！」展
　7月２６日（水）～8月１３日（日）（本館）

●「自由研究のヒント」展
　7月27日（木）まで（帷子分館）

●「夏休み！親子で遊ぼう！学ぼう」展　
　7月２７日（木）まで（桜ケ丘分館）

【日時と場所】

〇本館＝毎週土曜日午後2時～、第2・4木曜日

　午前１１時～（幼児向け）

〇帷子分館＝毎週土曜日午後2時～、第2・4木

　曜日午前１０時３０分～（幼児向け）

〇桜ケ丘分館＝毎週土曜日午前１１時～

【内容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本

　　　　の紹介など

図書館だより
本　　　館　蕁烝5120
　　　　　　（火曜～金曜　午前10時～午後7時）
　　　　　　（土曜・日曜　午前10時～午後5時）
帷 子 分 館　蕁烽8530
桜ケ丘分館　蕁焉3473
　　　　　　（分館は全日　午前9時～午後5時）
http：//www.tosyokan.kani.gifu.jp/

●7／11（火）
　可児川苑 ………………………1:30～2:00
　日本ランド公民館 ……………2:10～2:30
　帷子小学校 ……………………2:50～3:30
　ふれあいセンター長坂 ………3:40～4:30
●7／12（水）
　愛岐ケ丘五丁目公園 …………2:10～2:40
　愛岐ケ丘中央公園 ……………2:50～3:30
　春里小学校 ……………………3:45～4:30
●7／13（木）
　兼山小学校 ……………………1:10～1:50
　兼山公民館 ……………………2:10～3:00
●7／14（金）
　春里連絡所 ……………………2:10～2:50
　光陽台四丁目公園 ……………3:00～3:40
　西可児中学校 3:50～4:30
●7／19（水）
　柿下公民館 ……………………1:30～2:00
　緑ケ丘二丁目バス停 …………2:10～2:50
　広見東連絡所 …………………3:05～3:30
　東明小学校 ……………………3:45～4:30
●7／20（木）
　みずきケ丘三丁目公園 ………1:30～2:00
　今公民館 ………………………2:10～2:40
　清水ケ丘集会所 ………………2:55～3:30
　南帷子小学校 …………………3:45～4:30
●7／21（金）
　奥山台あすなろ公園 …………1:30～2:05
　松伏団地 ………………………2:20～2:50
　旭小学校 ………………………3:10～4:30
●7／25（火）
　桂ケ丘二丁目バス停 …………2:00～2:50
　桜ケ丘西友駐車場 ……………3:05～3:40
　桜ケ丘小学校 …………………3:50～4:30
●7／26（水）
　福寿苑 …………………………1:30～2:00
　大平公民館 ……………………2:15～2:45
　広見小学校 ……………………3:05～3:50
　しらさぎ団地 …………………4:05～4:30

展示のご案内

かにっ子タイム

７月21日～８月31日までは夏休み期間として、
本館の開館時間が午前10時から午前９時
30分と変わります。

食中毒にかかった時の
対処法休館日のお知らせ

【本　　　館】毎週月曜日（ただし、１７日（祝）
　　　　　　　 は開館）、２８日（金）
【帷 子 分 館】毎週月曜日、２８日（金）
【桜ケ丘分館】毎週月曜日（ただし、２４日（月） 
 は開館）、２２日（土）、２８日（金）
※桜ケ丘分館は、７月２２日(土)に桜ケ丘ハイツ
　祭りを開催するため臨時休館し、２４日（月）
　に振り替えて開館します。
※７月２８日（金）は館内整理日です。

「ケーブルテレビ可児７ｃｈ」で毎日放映中！！

M E D I A 　 I N F O R M A T I O N

楽しい音楽とともに、市からの情報を提供しています。
ぜひお聞きください。

「FMでんでん」にて放送！

76．8MHｚ 毎週月～金曜日●FMでんでん
午前9時～9時15分
午後5時～5時15分（再放送）

７：３０・１２：００・１９：００・２０：３０・２２：００
（土・日曜日は１４：００にも放送）
※番組の内容や時間は変更することがあります。

　体にいいこと、していますか。今回は、スポーツ
情報をお届けします。
★シリーズ：学校めぐり

7／1（土）～7（金）

●うるおいライフ

　市第三次総合計画後期基本計画が策定されま
した。その内容を見てみましょう。
★シリーズ：きて！みて！アーラ

7／8（土）～14（金）

●可児市の将来に向けて

　広見東地区で、住民によるまちづくりの計画が
まとめられました。
★シリーズ：好きなのはカニダー

7／15（土）～21（金）

●みんなで考え、みんなでつくろう

　市内の文化財を紹介するシリーズ。今回も貴重
な文化財が登場します。
★シリーズ：図書館だより

7／22（土）～28（金）

●市内文化財案内・第5回

　7月17日に行われる「カワゲラウオッチング＆
可児市一斉水質調査」を紹介します。
★シリーズ：学校めぐり

7／29（土）～8／4（金）

●ぼくらのカワゲラウオッチングレポート

KANI city インフォメーション広報かには、ボランティアグループに
より音訳されています。音訳版の広
報を希望する人は、市政情報課にご
連絡ください。

広報かに ２００６．７．１



　5年前に兼山出身の戦国武将「森蘭丸」を全国にＰＲ
するホームページを立ち上げました。それ以来、全国の
熱心なファンや甲冑の愛好家などとの交流を活かして、
兼山地区最大のお祭りである戦国武者行列を盛り立て
てきました。
　「全国から兼山を訪れる人に、いい思い出を持ち帰っ
て欲しい。そのために出来ることは、もてなす心しかあ
りません。」とお客さんを迎える心境を話します。
　現在は、戦国武者行列「若獅子蘭丸２００６」の開催に向
けて、参加者の募集などの準備に余念がありません。
　今年も、見学するお客さんとの垣根のない、一体感の
ある楽しいお祭りを作り上げたいと、１０月１５日の祭り当
日に想いをはせていました。
ホームページアドレスhttp://www5.ocn.ne.jp/̃shiraki

青空に向かって精一杯胸を張る百日紅の花。夏の
強い日差しの中でも涼しい顔です。（広見）

６月１日現在の市の人口　101,646人（男／50,592人　女／51,054人）　世帯数　36,633世帯　
　　　　　　（前月より138人増、昨年同月より549人増）

編集・発行／可児市役所　〒509-0292　岐阜県可児市広見一丁目1番地　蕁（0574）烝1111　蕭（0574）烋0345　URL http://www.city.kani.gifu.jp/

　白木宣充さん

百日紅
（さるすべり）

広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。VOC成分

ゼロ 

表紙の人

No.576 2006年7月1日号

熱中シリーズ○
森蘭丸を全国にＰＲ
白木宣充さん（兼山・４９歳）
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